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■行政改革とは
            言葉のみか

～職員に徹底します～
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  質
　

機
構
改
革
の
ひ
と
つ

に
、
昨
年
よ
り
従
来
の
縦

割
り
行
政
で
あ
る
係
制
度

を
廃
止
し
て
、
グ
ル
ー
プ

制
を
導
入
し
た
が
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
い

た
の
で
は
。

 

答　
企
画
部
長

　
「
柔
軟
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ

な
対
応
」、「
意
思
決
定
の

迅
速
化
」、「
課
並
び
に
班

を
越
え
た
横
断
的
な
連
携
」

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
制
の
目

的
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の

キ
ー
マ
ン
は
職
員
で
す
。

 

質
　

市
が
実
施
し
た
施
策

を
、
第
三
者
の
視
点
で
、

公
正
・
公
平
に
評
価
す
る

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
、
特

に
市
民
主
体
に
構
成
さ
れ

る
外
部
評
価
委
員
会
が
必

要
で
は
。

 

答　
市
長

　

行
政
評
価
と
は
、
行
政

活
動
を
評
価
し
、
運
営
の

改
善
、
見
直
し
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
、
活
動
目
標

の
明
確
化
、
効
果
の
数
値

化
、
費
用
対
効
果
の
分
析

を
行
い
、
市
民
の
視
点
に

立
っ
て
、
行
政
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
で
す
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
て
、
早
期
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
に
対
す
る
基
本
的

な
接
遇
、
適
切
な
対
応
な

ど
、
職
員
の
資
質
を
高
め

る
と
と
も
に
、
指
揮
命
令

系
統
、
担
当
部
署
間
の
意

思
疎
通
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

制
に
か
か
る
理
念
を
徹
底

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

質
　

民
意
は
賛
否
両

論
あ
る
中
、
理
解

を
得
る
た
め
の
方

策
は
。

 

答　
市
長

　

新
庁
舎
は
合

併
協
議
会
の
確
認

事
項
で
あ
り
、
建

設
の
必
要
性
、
行

政
改
革
と
の
整
合

性
、
財
政
面
な
ど

を
、
あ
ら
ゆ
る
方

策
で
周
知
し
た
い
。

 

質
　

将
来
の
人
口
動
態
、
職

員
定
数
を
考
慮
し
、ム
リ
・

ム
ダ
の
な
い
身
の
丈
に
合

っ
た
規
模
と
コ
ス
ト
縮
減

を
。

 

答　
市
長

　
「
適
性
規
模
準じ

ゅ
ん
き
ょ拠

の
原

則
」
を
踏
ま
え
、
質
素
・

倹
約
に
努
め
な
が
ら
、
身

の
丈
に
合
っ
た
建
設
規
模

を
考
え
て
い
ま
す
。

 

質
　

複
合
型
施
設
と
し
て
、

中
央
公
民
館
・
消
防
署
も

庁
舎
内
に
設
け
た
い
と
の

こ
と
だ
が
、
消
防
署
は
ム

リ
が
あ
る
の
で
は
。

　

ま
た
、
中
央
図
書
館
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 

答　
市
長

　

消
防
署
は
、
災
害
時
の

危
機
管
理
体
制
の
強
化
の

面
な
ど
か
ら
、
本
庁
舎
の

直
近
に
位
置
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

中
央
図
書
館
は
、
今
後

の
検
討
と
し
た
い
。

■
新
庁
舎
建
設
は

　
　
　

市
民
の
理
解
を

〜
あ
ら
ゆ
る
方
策
で
〜

事務室や駐車場が狭い本庁舎

相談の多い窓口（本庁）


